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本
研
究
は
、
語
彙
体
系
論
の
立
場
か
ら
、
中
央
語
を
中
心
と
し
た
日
本
語
嗅
覚
表

現
語
彙
の
史
的
変
遷
（
古
代
～
近
現
代
）
を
考
察
し
、
日
本
語
感
覚
表
現
語
彙
に
お

け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
(一)
嗅
覚
情
報
の
性
質
・

状
態
を
言
語
化
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
語
彙
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
、

日
本
語
の
表
現
法
の
歴
史
を
記
述
す
る
研
究
で
あ
り
、
ま
た
、
(二)
嗅
覚
表
現
語
彙
が

ど
の
よ
う
な
事
物
・
物
事
の
描
写
に
使
用
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
、
日
本
語
の
思
考
・

発
想
法
の
歴
史
を
記
述
す
る
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
(二)
に
関
連
し
て
、
あ
る
嗅
覚
表

現
語
が
（
嗅
覚
表
現
語
以
外
の
）
ど
の
よ
う
な
意
味
分
野
の
語
と
類
義
関
係
を
結
ぶ

か
と
い
う
点
に
も
注
目
し
、
嗅
覚
表
現
語
彙
の
共
時
的
な
意
味
領
域
の
広
が
り
に
つ

い
て
も
言
及
す
る
。

論
文
の
概
要

論
文
は
、
序
論
・
本
論
・
結
論
か
ら
成
る
。
以
下
、
順
に
そ
の
概
要
を
述
べ
る
。

序
論

第
一
章

研
究
の
目
的
と
意
義

嗅
覚
表
現
研
究
史
を
概
観
し
た
上
で
本
研
究
の
目
的
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
。

従
来
の
嗅
覚
表
現
研
究
は
、
古
代
に
お
け
る
ニ
ホ
フ
・
カ
ヲ
ル
の
意
味
（
感
覚
領

域
）
の
変
化
を
追
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
視
覚
な
ど
と
比
較
対
照
さ
れ
な
が
ら
、

嗅
覚
と
は
何
か
、
嗅
覚
情
報
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
抽
象
的
な
議
論
へ
と
進
ん
で
き

た
。
そ
う
し
た
一
知
覚
と
し
て
の
嗅
覚
の
特
殊
性
に
注
視
し
た
研
究
で
あ
っ
た
た
め

に
、
視
覚
表
現
と
の
重
な
り
が
問
題
に
な
ら
な
い
（
と
考
え
ら
れ
た
）
ニ
ホ
フ
・
カ

ヲ
ル
以
外
の
他
の
嗅
覚
表
現
語
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
嗅
覚
表
現
語
彙
全
体
の
広
が
り
は
、
通
時
的
に
も
共
時
的

に
も
知
り
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
研
究
の
目
的
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
看
過
さ
れ
て
き
た
嗅
覚
表
現
語
彙
の
通

時
的
・
共
時
的
な
広
が
り
を
考
察
の
対
象
と
し
、
こ
の
語
彙
が
担
う
意
味
分
野
の
全

貌
と
そ
の
史
的
変
遷
の
究
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嗅
覚
表
現
語
彙
に
属
す
る
各
語

の
歴
史
を
扱
う
語
史
研
究
で
も
あ
り
、
語
同
士
の
関
係
の
歴
史
を
扱
う
語
彙
史
研
究

で
も
あ
る
。
語
史
研
究
と
し
て
も
語
彙
史
研
究
と
し
て
も
価
値
の
高
い
分
野
語
彙
は

必
ず
し
も
豊
富
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
嗅
覚
表
現
語
彙
は
、
こ
れ
に
属
す
る
形

容
詞
・
自
動
詞
の
多
く
が
語
史
と
し
て
の
価
値
を
有
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
語
彙

史
と
し
て
の
価
値
も
有
す
る
理
想
的
な
分
野
語
彙
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
本
論

に
お
け
る
考
察
を
以
て
そ
の
主
張
の
論
拠
を
示
し
て
い
く
。

ま
た
、
本
論
で
は
嗅
覚
表
現
と
他
の
感
覚
表
現
と
の
繋
が
り
か
ら
感
覚
表
現
語
彙

に
お
け
る
嗅
覚
表
現
語
彙
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
だ
総
合
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的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
感
覚
表
現
語
彙
の
歴
史
的
研
究
の
第
一
歩
と
な
る
と

考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
語
（
彙
）
史
研
究
と
し
て
も
感
覚
表
現
研
究

と
し
て
も
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
章

研
究
の
方
法
と
手
順

主
に
、
調
査
語
の
選
定
、
意
味
の
認
定
、
調
査
資
料
に
つ
い
て
述
べ
、
研
究
の
方

法
と
手
順
を
ま
と
め
た
。

調
査
語
の
選
定
は
、
「
(一)
嗅
覚
情
報
の
性
質
・
状
態
を
言
語
化
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
語
彙
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
研
究
の
目
的
に
応
じ
て
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
傍
線
部
の
典
型
で
あ
る
形
容
詞
、
そ
れ
と
類
似
し
た
働
き
を
す
る
と
さ

れ
る
知
覚
の
自
動
詞
で
あ
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）
』
に
見
出
し
の
あ
る

嗅
覚
表
現
形
容
詞
・
自
動
詞
を
参
考
に
、
現
代
語
に
お
い
て
も
使
用
が
認
め
ら
れ
る

語
を
中
心
に
選
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
論
第
一
部
で
は
快
形
容
詞
か
ら
カ
グ
ハ
シ
・

カ
ウ
バ
シ
・
カ
ン
バ
シ
（
第
一
章
・
第
二
章
）
、
第
二
部
で
は
不
快
形
容
詞
か
ら
ク
サ

シ
・
モ
ノ
ク
サ
シ
（
第
三
章
）
、
～
ク
サ
シ
（
第
四
章
・
第
五
章
）
、
第
三
部
で
は
自

動
詞
ニ
ホ
フ
（
第
六
章
）
、
ニ
ホ
フ
の
連
用
形
名
詞
ニ
ホ
ヒ
（
第
七
章
）
、
第
四
部
で

は
カ
ヲ
ル
（
第
八
章
）
、
ク
ン
ズ
（
第
九
章
）
な
ど
を
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

意
味
の
認
定
は
、
二
側
面
か
ら
行
う
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
意
味

で
あ
る
対
象
的
意
味
と
は
別
に
、
文
体
的
意
味
を
認
め
る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

対
象
的
意
味
は
、
語
の
統
語
環
境
（
語
が
対
象
と
す
る
事
物、
・
物
事、
）
か
ら
判
断

し
た
。
対
象
は
、
具
体
的
な
事
物、
と
抽
象
的
な
物
事、
と
に
大
き
く
分
け
、
前
者
は
さ

ら
に
、
植
物
（
草
木
／
花
）
、
薫
物
、
飲
食
物
、
風
、
身
体
（
美
し
さ
／
超
越
性
）
、

気
（
精
彩
・
煙
霧
）
、
穢
れ
、
そ
の
他
に
細
分
類
し
た
。
ま
た
、
対
象
的
意
味
を
把
握

す
る
よ
り
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
、
状
態
・
感
覚
・
評
価
・
情
意
と
い
う
四
つ
の
観

点
を
設
け
た
。

文
体
的
意
味
は
、
文
章
語
・
日
常
語
・
俗
語
と
い
う
三
つ
を
想
定
し
、
語
の
出
現

す
る
文
体
か
ら
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
を
判
断
し
た
。
ま
ず
、
日
常
語
は
ど
の
よ
う

な
伝
達
様
式
（
音
声
言
語
／
書
記
言
語
）
、
言
葉
遣
い
（
文
語
的
／
口
語
的
）
で
あ
っ

て
も
現
れ
る
文
体
的
意
味
と
考
え
る
。
次
に
、
俗
語
は
、
音
声
言
語
資
料
に
現
れ
や

す
く
、
ま
た
、
書
記
言
語
資
料
中
の
〝
書
か
れ
た
話
し
こ
と
ば
〟
に
も
現
れ
る
可
能

性
の
あ
る
文
体
的
意
味
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
文
章
語
は
、
漢
文
や
和
漢
混
淆
文
の

う
ち
文
語
文
要
素
の
強
い
言
語
資
料
（
あ
る
い
は
部
分
）
に
現
れ
や
す
い
漢
語
系
文

章
語
と
い
う
文
体
的
意
味
と
、
韻
文
や
擬
古
文
に
現
れ
や
す
い
和
語
系
文
章
語
（
雅

語
）
と
い
う
文
体
的
意
味
と
の
二
つ
に
分
け
た
。

調
査
は
、
韻
文
散
文
の
別
な
く
、
上
代
か
ら
近
世
ま
で
に
成
立
し
た
約
七
〇
〇
の

言
語
資
料
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
近
現
代
に
成
立
し
た
言
語
資
料



3

も
調
査
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

本
論本

論
は
四
部
か
ら
成
る
。
第
一
部
・
第
二
部
で
は
形
容
詞
を
、
第
三
部
・
第
四
部

で
は
自
動
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
た
。

第
一
部

形
容
詞
Ⅰ

カ
グ
ハ
シ
と
そ
の
転
化
形
に
お
け
る
別
語
意
識
の
成
立

第
一
章

カ
グ
ハ
シ
・
カ
ウ
バ
シ
・
カ
ン
バ
シ
の
意
味
・
用
法
分
担

―
原
形
・
転
化
形
の
共
存
過
程
―

カ
グ
ハ
シ
と
そ
の
転
化
形
で
あ
る
カ
ウ
バ
シ
・
カ
ン
バ
シ
を
取
り
上
げ
、
プ
ラ
ス

の
評
価
性
を
有
す
る
嗅
覚
表
現
形
容
詞
の
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
原
形
カ

グ
ハ
シ
は
古
く
上
代
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
古
に
は
そ
の
第
二
音
節
が
鼻
母
音

化
し
た
カ
ウ
バ
シ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
以
後
近
世
期
ま
で
カ
ウ
バ
シ
の
独
擅
場
が

続
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
中
心
的
な
嗅
覚
表
現
形
容
詞
で
あ
っ
た
カ
ウ
バ
シ
が
中
世

前
期
に
は
〈
燈
火
の
焦
げ
る
快
い
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
を
、
中
世
後
期
に
は
〈
飲

食
物
の
焦
げ
る
快
い
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
を
も
表
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
一
方
で
、
近
世
前
期
に
は
、
カ
グ
ハ
シ
の
も
う
一
つ
の
転
化
形
で
あ
る

カ
ン
バ
シ
が
、
撥
音
を
含
む
と
い
う
そ
の
音
声
的
特
徴
か
ら
、
漢
語
の
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
文
章
語
と
し
て
の
表
現
価
値
を
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
近
世

中
後
期
に
は
、
そ
れ
ま
で
姿
を
消
し
て
い
た
カ
グ
ハ
シ
が
文
章
語
（
雅
語
）
と
し
て

復
活
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
と
同
時
進
行
的
に
、
カ
ウ
バ
シ
の
〈
飲

食
物
の
焦
げ
る
快
い
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
を
表
す
語
と
し
て
の
意
味
の
限
定
化
が

生
じ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
に
は
、
カ
グ
ワ
シ
イ
が
文
章
語
（
雅
語
）

と
し
て
〈
快
い
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
全
般
を
表
す
語
へ
、
コ
ウ
バ
シ
イ
は
専
ら
〈
飲

食
物
の
焦
げ
る
快
い
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
の
み
を
表
す
語
へ
、
カ
ン
バ
シ
イ
は
否

定
表
現
を
伴
う
評
価
形
容
詞
と
し
て
〈
良
く
な
い
〉
さ
ま
を
表
す
語
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
・
用
法
を
確
立
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
二
章

成
句
「
栴
檀
は
二
葉
よ
り
―
」
述
語
部
分
の
史
的
変
遷

―
カ
ウ
バ
シ
か
ら
カ
ン
バ
シ
へ
―

成
句
「
栴
檀
は
二
葉
よ
り
―
」
に
注
目
し
、
こ
の
成
句
の
述
語
部
分
に
お
け
る
カ

ウ
バ
シ
・
カ
ン
バ
シ
の
交
替
が
、
近
世
期
に
開
始
し
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

終
了
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
過
程
に
は
、
二
語
の
交
替
の
み
な
ら
ず
、

述
語
部
分
に
二
語
以
外
を
使
用
し
た
り
、
述
語
部
分
を
省
略
し
た
り
す
る
な
ど
、
表

現
に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
成
句
に
お
け
る
二
語
の
交
替
に
は
、
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
カ
ウ
バ
シ
・
カ
ン
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バ
シ
の
意
味
・
用
法
の
確
立
（
カ
ウ
バ
シ
の
意
味
の
限
定
化
、
カ
ン
バ
シ
の
評
価
語

化
）
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
察
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
常
語
に
お
け
る
言

語
変
化
が
及
び
に
く
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
文
章
語
に
属
す
る
成
句
に
お
い
て
、「
栴

檀
は
二
葉
よ
り
―
」
は
日
常
語
の
変
化
を
反
映
し
た
稀
少
な
例
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

第
二
部

形
容
詞
Ⅱ

～
ク
サ
シ
語
彙
の
担
う
意
味
領
域
の
展
開

第
三
章

ク
サ
シ
の
意
味
と
モ
ノ
ク
サ
シ
の
意
味
―
嗅
覚
表
現
か
ら
性
向
表
現
へ
―

ク
サ
シ
と
モ
ノ
ク
サ
シ
と
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
両
者
に
ほ
ぼ
同
じ
意
味
変
化
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
モ
ノ
ク
サ
シ
は
ク
サ
シ
の
派
生
語
で
あ
っ
た
と

主
張
し
た
。
た
だ
し
、
ク
サ
シ
に
は
な
い
独
自
の
意
味
を
発
生
さ
せ
て
い
る
モ
ノ
ク

サ
シ
に
つ
い
て
は
、
モ
ノ
＋
ク
サ
シ
の
一
語
化
が
進
ん
だ
語
で
あ
る
と
考
え
た
。

ま
ず
、
ク
サ
シ
は
、
本
来
の
意
味
で
あ
る
〈
不
快
な
に
お
い

、
、
、
が
す
る
〉
が
抽
象
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
《
発
散
》
を
意
味
す
る
〈
不
快
な
気、
・
感
じ
、
、
が
す
る
〉

と
い
う
段
階
が
生
じ
る
。
そ
こ
か
ら
、
「
気
・
感
じ
」
の
不
確
実
性
、
「
不
快
」
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
一
致
を
共
通
項
に
し
て
、〈
事
実
・
真
相
は
は
っ
き
り
し
な
い
が

悪
い
気
・
感
じ
が
す
る
〉
と
い
う
、〈
怪
し
い
・
疑
わ
し
い
〉
の
比
喩
的
転
義
を
派
生

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、〈
不
快
な
気
・
感
じ
が
す
る
〉
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
の

側
面
が
強
調
さ
れ
た
、
〈
気
・
感
じ
が
不
快
だ
（
甚
だ
し
い
）
〉
と
い
う
〈
わ
ざ
と
ら

し
い
〉
の
比
喩
的
転
義
も
派
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

モ
ノ
ク
サ
シ
は
、
如
上
の
ク
サ
シ
の
変
化
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
意
味
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
、
〝
〈
不
快
な
気
・
感
じ
が
す
る
〉
た
め
に
〈
気

が
進
ま
な
い
〉
〟
と
い
う
不
快
感
の
連
鎖
か
ら
く
る
独
自
の
意
味
を
獲
得
し
た
。
こ

う
し
た
自
己
の
描
写
に
使
用
さ
れ
る
モ
ノ
ク
サ
シ
に
や
や
遅
れ
て
、
他
者
が
〈
気
が

進
ま
な
い
〉
よ
う
に
思
わ
れ
る
様
子
に
も
モ
ノ
ク
サ
シ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

原
因
・
理
由
も
な
く
〈
気
が
進
ま
な
い
〉
よ
う
に
見
え
る
、
つ
ま
り
、〈
不
精
で
あ
る
〉

と
い
う
人
間
の
性
向
を
描
写
す
る
語
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

第
四
章

接
尾
辞
‐
ク
サ
シ
の
意
味
と
上
接
成
分
の
拡
大

―
に
お
い
か
ら
雰
囲
気
へ
―

第
三
章
で
扱
っ
た
ク
サ
シ
に
関
連
し
て
、
接
尾
辞
‐
ク
サ
シ
を
取
り
上
げ
た
。
ま

ず
、
‐
ク
サ
シ
を
通
史
的
に
観
察
し
た
場
合
、
上
接
成
分
の
種
類
に
よ
り
六
つ
の
タ

イ
プ
に
分
類
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
ク
サ
シ
（
物
質
の
変

化
を
表
す
動
詞
の
連
用
形
・
具
体
名
詞
を
上
接
）
、
Ｂ
ク
サ
シ
（
具
体
名
詞
と
も
抽
象

名
詞
と
も
解
釈
可
能
な
身
分
・
立
場
・
場
所
を
表
す
名
詞
を
上
接
）
、
Ｃ
ク
サ
シ
（
抽

象
名
詞
・
形
容
詞
語
幹
・
形
容
動
詞
語
幹
を
上
接
）
、
A´
ク
サ
シ
（
形
容
詞
旨
シ
語
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幹
を
上
接
）
、
C´
ク
サ
シ
（
動
詞
照
レ
ル
連
用
形
を
上
接
）
、
文
末
外
接
形
式
（
句
を

上
接
）
の
六
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
‐
ク
サ
シ
の
基
本
的
な
タ
イ
プ
で
あ
る
Ａ
ク
サ

シ
・
Ｂ
ク
サ
シ
・
Ｃ
ク
サ
シ
の
三
つ
が
こ
の
順
に
発
達
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
‐
ク

サ
シ
に
嗅
覚
表
現
か
ら
感
覚
表
現
へ
の
一
般
化
（
〈
～
の
不
快
な
に
お
い
が
す
る
〉
か

ら
〈
～
の
不
快
な
雰
囲
気
が
す
る
〉
へ
）
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、

に
お
い
も
雰
囲
気
も
《
発
散
》
と
い
う
共
通
項
を
有
す
る
「
気
」
の
下
位
分
類
で
あ

る
た
め
に
生
じ
る
意
味
の
抽
象
化
で
あ
る
。
ま
た
、
A´
ク
サ
シ
・
C´
ク
サ
シ
と
い
う

特
殊
な
も
の
の
誕
生
か
ら
、
‐
ク
サ
シ
に
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
後
景
化
（
〈
～
の
に
お
い

／
雰
囲
気
が
す
る
〉
）
が
起
こ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
‐
ク
サ

シ
の
意
味
の
抽
象
化
に
二
方
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
～
ク

サ
シ
語
彙
に
お
け
る
〈
焦
げ
る
不
快
な
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
を
表
す
～
ク
サ
シ
の

多
さ
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

第
五
章

水
ク
サ
イ
の
意
味
変
化
―
江
戸
俚
言
水
ッ
ポ
イ
と
の
共
存
過
程
か
ら
―

第
四
章
で
扱
っ
た
接
尾
辞
‐
ク
サ
シ
の
結
合
例
の
う
ち
、
一
見
、
嗅
覚
表
現
に
思

わ
れ
な
い
水
ク
サ
イ
に
着
目
し
、
語
史
を
個
別
に
記
述
し
た
。
水
ク
サ
イ
は
、
酒
か

ら
〈
水
の
不
快
な
に
お
い
が
す
る
〉
こ
と
、
つ
ま
り
、
〈
水
分
が
多
く
（
酒
本
来
の
）

味
が
薄
い
〉
さ
ま
を
表
す
味
覚
表
現
形
容
詞
と
し
て
中
世
前
期
末
に
誕
生
し
た
。
近

世
前
期
に
至
る
と
、
抽
象
的
な
物
事
で
あ
る
人
物
の
行
為
に
対
し
て
〈
情
愛
が
薄
い
〉

さ
ま
を
描
写
す
る
感
情
形
容
詞
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

中
央
語
が
上
方
語
か
ら
江
戸
語
へ
と
移
り
変
わ
る
際
、
水
ク
サ
イ
は
〈
情
愛
が
薄
い
〉

と
い
う
側
面
の
み
が
江
戸
語
に
伝
播
し
、
〈
水
分
が
多
く
味
が
薄
い
〉
は
江
戸
俚
言

水
ッ
ポ
イ
や
甘
イ
・
薄
イ
な
ど
の
類
義
語
の
存
在
に
よ
り
江
戸
語
の
味
覚
表
現
語
彙

か
ら
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
水
ク
サ
イ
が
本
来
「
水
（
分
量
）
」
に
注
目
す
る

語
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
同
じ
く
「
水
（
分
量
）
」
を
描
写
す
る
語
で
あ
っ

た
水
ッ
ポ
イ
が
、
味
覚
表
現
語
彙
に
お
け
る
競
合
の
中
で
最
も
意
識
さ
れ
た
水
ク
サ

イ
の
類
義
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
中
央
語
と
し
て
の

水
ク
サ
イ
は
、
味
覚
表
現
形
容
詞
か
ら
感
情
形
容
詞
へ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
の
だ

と
結
論
づ
け
た
。

第
三
部

自
動
詞
Ⅰ

ニ
ホ
フ
に
見
る
両
極
の
評
価
性
の
獲
得

第
六
章

ニ
ホ
フ
の
意
味
の
下
降

―
自
動
詞
的
用
法
［
名
詞
＋
ス
ル
］
と
の
共
存
過
程
か
ら
―

ニ
ホ
フ
と
、
知
覚
の
自
動
詞
と
同
じ
働
き
を
す
る
自
動
詞
的
用
法
［
名
詞
＋
ス
ル
］

と
を
取
り
上
げ
た
。
古
く
プ
ラ
ス
評
価
の
み
を
表
し
て
い
た
ニ
ホ
フ
は
、
中
古
に
意

味
の
下
降
が
生
じ
始
め
、
中
世
を
通
じ
て
そ
の
意
味
変
化
が
進
行
し
、
近
世
に
は
プ
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ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
両
極
の
評
価
性
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
意
味
・
用
法

は
、
鑑
賞
と
し
て
の
対
象
を
と
る
語
・
文
章
語
（
雅
語
）
的
な
語
と
し
て
、
プ
ラ
ス

評
価
を
表
す
と
い
う
本
来
の
評
価
性
が
必
要
と
さ
れ
続
け
た
と
い
う
た
め
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
プ
ラ
ス
／
マ
イ
ナ
ス
評
価
両
方
を
表
す
と
い
う
、
相

反
す
る
二
面
性
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
で
、
近
世
以
前
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
評
価

を
表
す
語
と
し
て
広
く
定
着
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
常
語
的
表
現

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
［
名
詞
＋
ス
ル
］
（
主
に
［
ニ
ホ
ヒ
＋
ス
ル
］
）
が
、
修
飾

成
分
を
伴
っ
た
表
現
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
表
す
形
式
と
し
て
伸
長
し
て
い
っ
た

と
考
察
し
た
。

第
七
章

ニ
ホ
フ
の
連
用
形
名
詞
ニ
ホ
ヒ
の
意
味
の
下
降

―
カ
・
カ
ヲ
リ
・
カ
ザ
と
の
共
存
過
程
か
ら
―

第
六
章
で
扱
っ
た
ニ
ホ
フ
の
連
用
形
名
詞
ニ
ホ
ヒ
を
中
心
に
、
カ
・
カ
ヲ
リ
・
カ

ザ
な
ど
を
含
め
た
嗅
覚
表
現
名
詞
の
史
的
変
遷
を
追
っ
た
。
古
く
、
プ
ラ
ス
／
中
立

的
／
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
性
を
有
す
る
中
心
的
な
嗅
覚
表
現
名
詞
は
カ
で
あ
っ
た
が
、

一
音
節
と
い
う
形
態
的
な
不
安
定
さ
ゆ
え
に
、
中
世
後
期
頃
を
境
に
ニ
ホ
ヒ
と
交
替

し
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
近
世
以
降
、
カ
が
［
色
香
］［
移
リ
香
］［
梅
ガ
香
］

と
い
っ
た
複
合
名
詞
・
慣
用
的
表
現
と
し
て
定
着
し
な
が
ら
文
章
語
と
し
て
確
立
し

評
価
性
が
プ
ラ
ス
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
（
意
味
の
上
昇
）
と
、
ニ
ホ
ヒ
が
一
語
で

プ
ラ
ス
／
中
立
的
／
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
性
す
べ
て
を
担
う
中
心
的
な
嗅
覚
表
現
名
詞

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
（
意
味
の
下
降
）
と
は
、
そ
う
し
た
交
替
を
物
語

る
。
ま
た
、
カ
ヲ
リ
は
文
章
語
（
雅
語
）
と
し
て
、
カ
ザ
は
上
方
語
と
し
て
、
一
部

の
位
相
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
も
、
嗅
覚
表
現
名
詞
語
彙
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
に
も

触
れ
た
。

第
四
部

自
動
詞
Ⅱ

カ
ヲ
ル
・
ク
ン
ズ
の
文
章
語
と
し
て
の
表
現
価
値
の
確
立

第
八
章

カ
ヲ
ル
の
雅
語
化

―
和
語
表
現
［
風
カ
ヲ
ル
］
と
漢
語
［
薫
風
］
と
の
関
係
を
中
心
に
―

カ
ヲ
ル
と
そ
の
慣
用
表
現
［
風
カ
ヲ
ル
］
、
そ
れ
と
関
連
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
漢

語
［
薫
風
］
を
取
り
上
げ
た
。
春
・
夏
の
二
季
に
わ
た
り
、〈
天
下
太
平
〉
を
も
表
し

て
い
た
中
国
語
［
薫
風
］
は
、
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
上
代
日
本
語
に
受
容
さ
れ
た
。

し
か
し
、
中
世
に
至
る
と
、
禅
文
化
の
興
隆
と
と
も
に
「
薫
風
自
南
来
」
や
「
南
風

之
薫
」
が
［
薫
風
］
の
代
表
詩
と
し
て
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
詩
に
お
け
る
［
薫
風
］

の
意
味
〈
夏
の
風
〉
が
強
く
意
識
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
［
薫
風
］
は
、
和
漢
聯
句
の

場
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
連
歌
師
に
も
吸
収
さ
れ
、
こ
こ
で
、［
薫
風
］
と
は
別
に
誕

生
し
た
和
歌
中
の
［
風
カ
ヲ
ル
］
と
い
う
和
語
表
現
の
出
自
が
［
薫
風
］
に
求
め
ら
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
過
度
な
語
源
意
識
は
、
連
歌
が
和
歌
同
様
に
漢
語

（
出
自
の
語
）
を
排
除
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
［
薫
風
］

を
中
国
語
の
文
法
構
造
そ
の
ま
ま
に
訓
読
し
た
［
カ
ヲ
ル
風
］
が
見
え
ず
、［
風
カ
ヲ

ル
］
の
形
し
か
見
出
せ
な
い
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
な
意
図
的
な
訓
読
が
な
さ
れ
た

可
能
性
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
語
源
論
誕
生
の
背
景
に
は
、
カ
ヲ
ル

が
他
の
嗅
覚
表
現
自
動
詞
と
の
棲
み
分
け
を
図
る
よ
う
に
文
章
語
（
雅
語
）
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
当
時
の
嗅
覚
表
現
語
彙
の
在
り
方
が
［
薫
風
］

の
訓
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
。

第
九
章

ク
ン
ズ
に
よ
る
「
非
日
常
性
の
演
出
」

―
漢
語
系
文
章
語
と
い
う
文
体
的
意
味
か
ら
―

第
六
章
の
ニ
ホ
フ
、
第
八
章
の
カ
ヲ
ル
と
い
う
和
語
動
詞
と
は
趣
の
異
な
る
漢
語

サ
変
動
詞
ク
ン
ズ
を
扱
い
、
そ
の
文
体
的
意
味
か
ら
対
象
的
意
味
を
統
一
的
に
理
解

で
き
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
ク
ン
ズ
は
、
和
漢
混
淆
文
が
誕
生
に
向
か
う
中
で
誕
生

し
て
以
来
、
文
章
語
が
多
用
さ
れ
る
和
漢
混
淆
文
資
料
に
多
用
さ
れ
続
け
て
き
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ク
ン
ズ
の
文
体
的
意
味
は
、
古
代
よ
り
一
貫
し
て
硬
く
重
々
し
い

印
象
を
与
え
る
漢
語
系
文
章
語
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
ク
ン
ズ
が
そ
の
文
体

的
意
味
ゆ
え
に
「
非
日
常
性
の
演
出
」
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
る
と
、
中
世
以
降
に

身
体
（
超
越
性
）
の
描
写
に
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
マ
イ
ナ
ス
の
評

価
性
を
も
有
し
得
た
と
い
う
対
象
的
意
味
を
統
一
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
身
体
（
超
越
性
）
の
描
写
に
お
け
る
「
非
日
常
性
の
演
出
」

に
は
、
硬
く
重
々
し
い
印
象
を
与
え
る
文
章
語
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
で
ク
ン
ズ
が

重
宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。［
異
香
ク
ン
ズ
］
と
い
う
固
定
的
表
現
が
身

体
（
超
越
性
）
の
描
写
に
特
徴
的
に
現
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
描
写
に
お
い
て
「
非

日
常
性
の
演
出
」
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
マ
イ
ナ

ス
の
評
価
性
を
有
す
る
ク
ン
ズ
は
、
い
ず
れ
も
異
常
事
態
に
お
け
る
悪
臭
の
描
写
に

お
け
る
用
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
「
非
日
常
性
の
演
出
」
の
た
め
に
ク
ン

ズ
が
利
用
さ
れ
た
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

結
論

第
一
章

嗅
覚
表
現
語
彙
の
史
的
変
遷

本
論
の
成
果
で
あ
る
嗅
覚
表
現
語
そ
れ
ぞ
れ
の
語
史
を
総
合
し
、
嗅
覚
表
現
語
彙

の
史
的
変
遷
と
い
う
語
彙
史
の
問
題
に
つ
い
て
記
述
を
進
め
、
当
該
の
語
彙
の
古
代

性
・
近
代
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

論
述
は
、
意
味
を
構
成
す
る
情
報
で
あ
る
、
㊀
文
体
的
意
味
、
対
象
的
意
味
（
㊁

評
価
性
・
㊂
対
象
）
に
つ
い
て
順
に
行
っ
た
。〈
（
～
の
（
快
い
／
不
快
な
）
）
に
お
い
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が
す
る
〉
と
い
う
意
味
に
お
け
る
語
同
士
の
棲
み
分
け
＝
語
彙
の
全
体
像
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
、
本
研
究
の
第
一
の
目
的
で
あ
る
「
(一)
嗅
覚
情
報
の
性
質
・
状
態
を

言
語
化
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
語
彙
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
か
」
を
究
明
す
る
こ

と
に
繋
が
る
。
ま
た
、
対
象
的
意
味
の
う
ち
、
対
象
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
嗅
覚
表
現
語
彙
が
〈
（
～
の
（
快
い
／
不
快
な
）
）
に
お
い
が
す
る
〉
と
い
う

意
味
以
外
に
表
す
意
味
、
つ
ま
り
、
「
(二)
嗅
覚
表
現
語
彙
が
ど
の
よ
う
な
事
物
・
物

事
の
描
写
に
使
用
さ
れ
て
き
た
か
」
と
い
う
本
研
究
の
第
二
の
目
的
を
検
討
す
る
こ

と
に
繋
が
る
。

ま
ず
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
各
語
の
文
体
的
意
味
が
確
立
し
棲
み
分
け
が
進
む

こ
と
を
踏
ま
え
、
㊀
文
体
的
意
味
の
古
代
性
は
〝
文
体
的
意
味
の
未
成
熟
〟
で
あ
り
、

近
代
性
は
〝
文
体
的
意
味
の
成
熟
・
分
担
〟
で
あ
る
と
考
察
し
た
。

次
に
、
評
価
性
別
に
語
の
出
現
時
期
の
傾
向
が
見
出
せ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
㊁
評

価
性
の
古
代
性
は
〝
プ
ラ
ス
評
価
を
表
す
語
の
豊
富
さ
〟
で
あ
り
、
近
代
性
は
〝
マ

イ
ナ
ス
評
価
を
表
す
語
の
増
加
〟
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

そ
し
て
、
近
世
以
降
の
嗅
覚
表
現
語
彙
が
、
気
（
精
彩
・
煙
霧
）
や
身
体
（
美
し

さ
・
超
越
性
）
と
い
っ
た
視
覚
表
現
語
彙
と
共
有
す
る
対
象
を
手
放
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
焦
げ
る
に
お
い
に
関
わ
る
語
が
増
加
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
㊂
対
象
の
古
代

性
は
〝
視
覚
表
現
と
の
機
能
の
重
複
〟
〝
一
語
の
意
味
が
総
合
的
〟
で
あ
り
、
近
代

性
は
〝
視
覚
表
現
と
の
機
能
の
分
化
〟
〝
一
語
の
意
味
が
分
化
・
特
殊
化
〟
で
あ
る

と
結
論
づ
け
た
。

さ
ら
に
、
特
に
嗅
覚
表
現
形
容
詞
に
つ
い
て
、
対
象
の
拡
大
に
見
ら
れ
る
意
味
変

化
の
方
向
性
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
感
覚
を
通
し
て
認
識
し
た
具
体
的
な
事
物、

の
客
観
的
な
属
性
を
表
す
こ
と
を
職
能
と
し
て
い
た
状
態
形
容
詞
が
、
抽
象
的
な
物

事、
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
主
観
的
な
感
情
・
評
価
の
付
随
す
る
評
価
形
容
詞
と
し
て

も
振
る
舞
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
の
共
通
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
㊂
対

象
か
ら
見
た
嗅
覚
表
現
形
容
詞
の
古
代
性
は
〝
状
態
形
容
詞
と
し
て
の
存
在
〟
で
あ

り
、
近
代
性
は
〝
状
態
形
容
詞
か
ら
評
価
形
容
詞
へ
の
変
化
〟
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

第
二
章

成
果
と
課
題

最
後
に
、
嗅
覚
表
現
を
語
彙
研
究
・
歴
史
的
な
研
究
の
対
象
と
し
て
考
察
し
た
こ

と
で
得
た
成
果
を
述
べ
、
ま
た
、
本
研
究
が
他
の
領
域
の
研
究
と
ど
の
よ
う
に
連
携

す
る
か
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

は
じ
め
に
、
嗅
覚
表
現
を
語
彙
研
究
の
対
象
と
し
て
考
察
し
た
こ
と
で
得
た
成
果

に
つ
い
て
述
べ
た
。
日
本
語
研
究
全
般
に
お
い
て
は
、
あ
る
語
を
常
に
、
何
ら
か
の

部
分
語
彙
（
さ
ら
に
は
日
本
語
全
体
）
の
一
部
に
位
置
づ
け
な
が
ら
そ
の
意
味
・
用

法
を
考
察
す
る
と
い
う
、
〝
部
分
―
全
体
の
意
識
〟
、
す
な
わ
ち
、
語
彙
の
観
点
が
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重
要
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
あ
る
語
の
変
化
が
、
個
別
的
な
事
象
に
留
ま
る
か

（
、
加
え
て
、
そ
の
変
化
の
独
自
性
を
担
保
す
る
特
徴
と
は
何
か
）
、
あ
る
い
は
、
類

例
の
あ
る
事
象
で
部
分
語
彙
（
さ
ら
に
は
日
本
語
全
体
）
に
普
遍
的
で
あ
り
得
る
か
、

な
ど
の
議
論
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
カ
ウ
バ
シ
の
意
味
変
化
が
あ
る
。
本
研
究
で
は
、〈
焦
げ
る
不

快
な
に
お
い
が
す
る
〉
さ
ま
を
表
す
形
容
詞
～
ク
サ
シ
の
増
加
現
象
に
目
を
向
け
る

こ
と
に
よ
り
、
個
別
的
な
現
象
に
見
え
る
形
容
詞
カ
ウ
バ
シ
の
意
味
の
限
定
化
が
、

嗅
覚
表
現
語
彙
に
お
い
て
〝
焦
げ
る
に
お
い
〟
に
関
わ
る
快
／
不
快
形
容
詞
の
需
要

が
増
し
た
と
い
う
、
部
分
語
彙
の
一
傾
向
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
（
本
論
第
一
部
第

一
章
）
。
本
研
究
は
ま
さ
に
、
〝
部
分
―
全
体
の
意
識
〟
か
ら
成
る
、
日
本
語
学
に
お

け
る
語
彙
研
究
の
重
要
性
を
体
現
す
る
研
究
と
し
て
意
義
を
有
す
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
本
研
究
は
、
語
彙
史
を
構
築
す
る
一
手
段
と
し
て
、
部
分
語
彙
の
記
述

の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
し
て
も
意
義
深
い
。
す
な
わ
ち
、

感
覚
表
現
語
彙
の
部
分
語
彙
で
あ
る
嗅
覚
表
現
語
彙
は
、
到
達
す
べ
き
「
全
体
」
が

想
定
し
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
、
部
分
と
部
分
と
の
共
通
性
が

興
味
深
く
観
察
さ
れ
る
点
に
お
い
て
も
、
語
彙
研
究
の
対
象
と
し
て
理
想
的
な
語
彙

な
の
で
あ
る
。

本
論
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
嗅
覚
表
現
語
彙
と
他
の
感
覚
表
現
語
彙

と
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
見
出
せ
る
の
で
あ
っ
た
。《
発
散
》
の
描
写
に

お
い
て
は
視
覚
表
現
語
彙
と
、《
内
部
感
覚
》
の
描
写
に
お
い
て
は
味
覚
・
体
内
感
覚

表
現
語
彙
と
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た

。
こ
れ
は
、
嗅
覚
表
現

語
彙
が
、
嗅
覚
を
通
し
て
認
識
し
た
対
象
（
体
外
の
事
象
）
の
属
性
を
表
す
と
い
う

側
面
と
、
嗅
覚
を
通
し
て
認
識
し
た
対
象
に
対
す
る
内
部
の
生
理
的
反
応
（
体
内
の

事
象
）
を
表
す
と
い
う
側
面
と
の
両
面
を
有
す
る
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
つ
ま
り
、

感
覚
表
現
語
彙
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
な
二
つ
の
側
面
が
指
摘
で
き
、
嗅
覚

表
現
語
彙
は
そ
の
二
側
面
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
複
数
の
感
覚
表
現
語
彙
と
の
共
通

性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
対
象
（
体
外
の
事
象
）
の
属
性
を
表
す

（
例
、
嗅
覚
・
視
覚
・
聴
覚
表
現
語
彙
）

二
、
対
象
に
対
す
る
内
部
の
生
理
的
反
応
（
体
内
の
事
象
）
を
表
す

（
例
、
嗅
覚
・
触
覚
・
体
内
感
覚
表
現
語
彙
）

そ
し
て
、
嗅
覚
表
現
語
彙
の
よ
う
に
二
側
面
を
有
す
る
部
分
語
彙
を
中
心
に
取
り

上
げ
た
か
ら
こ
そ
、
感
覚
相
互
の
結
び
つ
き
（
部
分
語
彙
同
士
の
関
連
）
を
明
確
に
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示
す
こ
と
が
で
き
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
感
覚
表
現
語
彙
と
い
う
「
全
体
」
の
概
観

が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
嗅
覚
表
現
を
歴
史
的
な
研
究
の
対
象
と
し
て
考
察
し
た
こ
と
で
得
た
成
果

に
つ
い
て
述
べ
た
。
歴
史
的
な
観
点
か
ら
語
彙
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
古
代
語
か
ら

近
現
代
語
へ
向
か
う
中
で
日
本
語
が
保
存
し
て
き
た
側
面
、
ま
た
は
、
放
棄
し
て
き

た
側
面
を
総
合
し
た
記
述
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
は
、
〝
日
本
語
の
歴
史
の
現
在
〟

で
あ
る
現
代
日
本
語
の
語
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
価
値
・
存
在
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
に

繋
が
る
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
本
論
第
二
部
第
四
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
代
語
の
観
点
か
ら
～
ク
サ

シ
の
表
す
意
味
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
と
、
接
尾
辞
‐
ク
サ
シ
が
表
す
嗅
覚
的
で
な

い
意
味
（
例
、
面
倒
ク
サ
シ
の
ク
サ
シ
）
と
、
合
成
形
容
詞
～
ク
サ
シ
が
表
す
嗅
覚

的
で
な
い
意
味
（
例
、
青
ク
サ
シ
に
お
け
る
〈
未
熟
だ
〉
の
意
味
）
と
が
同
次
元
に

扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
歴
史
的
な
観
点
か
ら
捉
え
直
す
と
、
接

尾
辞
‐
ク
サ
シ
の
表
す
嗅
覚
的
で
な
い
意
味
は
、〈
～
の
不
快
な
に
お
い
が
す
る
〉
と

い
う
本
来
の
嗅
覚
的
な
意
味
が
抽
象
化
し
た
結
果
の
〈
～
の
不
快
な
雰
囲
気
が
す
る
〉

で
あ
り
、
比
喩
的
な
転
義
と
し
て
嗅
覚
的
で
な
い
意
味
を
表
す
合
成
形
容
詞
～
ク
サ

シ
と
は
区
別
す
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
現
代
語
で
は
唯
一
、
照
レ
ク
サ
イ
が

評
価
性
の
後
景
化
し
た
語
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
歴
史
を
遡
れ
ば
、
旨
ク
サ
シ
と
い

う
語
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
評
価
性
の
後
景
化
が
、《
に
お
い
》
に
関
わ

る
語
（
旨
ク
サ
シ
）
に
お
い
て
も
、《
雰
囲
気
》
に
関
わ
る
語
（
照
レ
ク
サ
イ
）
に
お

い
て
も
同
様
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
代
語
成
立
の
背
景
を
究
明
す
る
歴
史
的
な
研
究
は
、
共
時
的
に
深
く

掘
り
下
げ
た
考
察
を
行
う
現
代
語
研
究
の
成
果
と
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
よ
り
正
確

な
日
本
語
の
姿
の
記
述
に
繋
が
る
。
特
に
、
本
研
究
の
よ
う
に
上
代
か
ら
近
代
に
至

る
ま
で
の
長
い
時
代
を
対
象
と
す
る
歴
史
的
研
究
で
あ
れ
ば
、
一
層
現
代
語
と
の
繋

が
り
が
意
識
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
代
語
の
よ
う
に
言
語
資
料
の
豊
富
で
な
い
時
代

の
日
本
語
を
、
現
代
語
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
、
残
存
す
る
当
代

の
言
語
資
料
を
可
能
な
限
り
多
く
調
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
研
究
で
は
、
そ
う

し
た
課
題
も
越
え
る
網
羅
的
な
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
網
羅
的
に
調
査
す
る

中
で
も
、
言
語
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
や
文
体
に
配
慮
し
、
語
の
意
味
の
一
側
面
で
あ
る

文
体
的
意
味
に
つ
い
て
も
着
目
し
た
。
つ
ま
り
、
本
研
究
は
、
歴
史
を
よ
り
長
く
・

言
語
資
料
を
よ
り
多
く
調
査
し
、
語
の
意
味
を
多
面
的
に
考
察
し
た
も
の
と
呼
べ
る
。

こ
う
し
た
特
色
を
有
す
る
歴
史
的
な
本
研
究
は
、「
よ
り
正
確
な
日
本
語
の
姿
の
記
述
」

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
研
究
の
成
果
は
、
複
数
の
他
領
域
の
研
究
と
連
携
で
き
る
点
に
も
見

出
さ
れ
る
。
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第
一
に
、
本
研
究
全
体
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
形
容
詞
や
動
詞
と
い
っ
た
品

詞
を
越
え
て
語
彙
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
語
彙
史
は
文
法
史
と
深
く
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
本
論
第
三
部
第
六
章
で
扱
っ
た
ニ
ホ
フ
と
［
名
詞

＋
ス
ル
］
と
の
よ
う
に
、
単
純
一
語
の
み
な
ら
ず
分
析
的
な
類
義
表
現
に
ま
で
視
野

を
広
げ
る
こ
と
で
、
語
彙
史
が
表
現
史
に
発
展
し
て
い
く
可
能
性
を
示
し
た
。

第
二
に
、
本
論
第
一
部
第
一
章
に
お
け
る
カ
グ
ハ
シ
と
そ
の
転
化
形
二
つ
の
考
察

を
通
し
て
、
音
韻
変
化
に
よ
る
原
形
―
転
化
形
の
別
語
意
識
の
確
立
と
そ
れ
に
伴
う

語
の
意
味
変
化
と
い
う
、
語
彙
史
と
音
韻
史
と
の
密
接
な
関
係
を
改
め
て
検
討
し
た
。

第
三
に
、
本
論
第
二
部
第
六
章
に
お
い
て
水
ク
サ
イ
の
意
味
変
化
を
論
ず
る
に
あ

た
り
、
文
献
調
査
だ
け
で
は
十
分
に
得
ら
れ
な
い
デ
ー
タ
を
言
語
地
理
学
の
成
果
か

ら
援
用
し
、
通
時
的
・
共
時
的
に
広
が
り
の
あ
る
語
彙
史
の
記
述
を
可
能
に
し
た
。

第
四
に
、
本
論
第
四
部
第
七
章
で
和
語
表
現
［
風
カ
ヲ
ル
］
と
漢
語
［
薫
風
］
と

の
関
係
を
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、
語
種
を
越
え
た
語
彙
史
の
在
り
方
を
示
し
た
。
漢

語
の
日
本
語
に
お
け
る
受
容
の
側
面
の
み
な
ら
ず
、
中
国
語
に
お
け
る
史
的
様
相
に

ま
で
考
察
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
中
対
照
研
究
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。

今
後
は
、
如
上
の
嗅
覚
表
現
語
彙
の
共
時
的
な
意
味
の
広
が
り
を
よ
り
巨
視
的
に

捉
え
、
部
分
語
彙
か
ら
全
体
語
彙
の
記
述
へ
と
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、

一
つ
の
感
覚
表
現
語
彙
の
特
徴
を
他
の
感
覚
表
現
語
彙
と
の
比
較
の
中
で
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
、
ま
た
、
感
覚
表
現
語
彙
全
体
と
し
て
の
変
化
の
傾
向
や
そ
の
古
代

性
・
近
代
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た

意
味
分
野
語
彙
史
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
従
来
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
〝
語
彙
史
を
説
明
す
る
原
理
〟
を
追
求
し
、
語
彙
史
研
究
を
支
え
る
理
論
の
構

築
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。


